様式第９号　
空き家・商店街空き店舗活用貸付事業計画書
　 　         
                                                                 令和    年    月    日

                              所在地（住所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

１　「空き家」の内容　（「商店街空き店舗」の場合は記載不要）
	⑴
	「空き家」の住所
	　
　
（※兵庫県内であることが必要です）

	⑵
	種別
	□一戸建ての住宅の空き家　　　□共同住宅の空き住戸　
（※当てはまる方に☑）

	⑶
	居住・使用
実態　　　　　　　　　　
	融資申込日（　　　　年　　月　　日）時点で
　□居住・使用実態はありません。
　□居住・使用実態があります。（本貸付はご利用できません）
（※当てはまる方に☑）



２　「商店街空き店舗」の内容　（「空き家」の場合は記載不要）
	⑴
	商店街・小売市場の名称
	

（※兵庫県内の商店街・小売市場であること、構成員15人以上で会則・規則等を有している法人、団体が運営するものであることが必要です）

	⑵
	「空き店舗」
「空き区画」の住所
	　　

（※上記の商店街・小売市場の区画内にあることが必要です）

	⑶
	営業・使用
実態　　　　　　　　　　
	融資申込日の３か月前（　　　　年　　月　　日）から融資申込日まで
　□営業・使用実態はありません。
　□営業・使用実態があります。（本貸付はご利用できません）
（※当てはまる方に☑）




３　資金使途の内容（複数選択可）
　□「空き家」又は「商店街空き店舗」の取得・改修（ただし、「空き家」又は「商店街空き店舗」を活用することを目的とした取得・改修に限る）に要する資金
　□「空き家」又は「商店街空き店舗」を活用した新規事業に要する資金



（裏面に続く）

４　上記３の具体的な内容（どのような資金に利用するのかできるだけ詳細に記載ください）
※「空き家」又は「商店街空き店舗」を活用する目的があることが必要であり、建物の全部を取り壊す場合は対象となりません。「建物を全部取り壊す予定の者」に転売する場合も対象になりません。
※「活用した新規事業に要する資金」は、「空き家」又は「商店街空き店舗」において新たに開始する事業の立上げに必要な初期費用を対象とします。単に従来の店舗や事業所等を移転し、同一の事業を継続する場合の運転資金は対象となりません。












５  資金計画
〔取扱金融機関名（支店名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　　（単位：千円）
	
	
	
	

	
	内　　　　容
	金　　額
	内　　容
	金　　額
	

	
	
	
	借入金
	今回融資申込額
	
	

	
	
	
	
	その他金融機関
	
	

	
	
	
	自　己　資　金
	
	

	
	
	
	その他(          )
	
	

	
	合　　　計
	
	合　　　計
	
	




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
誓　約　書
上記の内容が事実と相違ないことを誓約します。
　　年　　月　　日

（申　込　人）
　　　　　　　　　　　　　　企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　（押印不要）　

代表者名  　　　　　　　　　　　　　　　（押印不要）　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
確　認　書
上記の内容が事実と相違ないことを確認します。
　　年　　月　　日

（取扱金融機関）
　　　　　　　　　　　　　　金融機関名　　　　　　　　　　（　　　　　　本・支店）

代表者職・氏名  　　　　　　　　　　　　　　　（押印不要）　
